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(百万円未満切捨て)
１．2026年９月期の連結業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 3,799 26.4 367 23.8 367 26.5 265 30.9
2025年９月期 3,006 ― 296 ― 290 ― 202 ―

(注) 包括利益 2026年９月期 273百万円( 27.5％) 2025年９月期 214百万円( ―％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年９月期 76.96 74.89 17.0 12.2 9.7
2025年９月期 58.78 57.20 14.3 10.8 9.9

(参考) 持分法投資損益 2026年９月期 ―百万円 2025年９月期 ―百万円

（注）2025年９月期より連結財務諸表を作成しているため、2025年９月期の対前年増減率については記載しておりま

せん。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 3,348 1,697 50.7 491.98
2025年９月期 2,705 1,423 52.5 411.53

(参考) 自己資本 2026年９月期 1,697百万円 2025年９月期 1,419百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年９月期 505 △348 130 1,230
2025年９月期 616 △360 55 920

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年９月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
2026年９月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―
2027年９月期(予想) ― 0.00 ― 0.00 0.00 ―

（注）現時点において2027年９月期の配当予想額は未定です。

３．2027年９月期の連結業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純利
益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 4,260 12.1 436 18.8 439 19.5 265 0.2 77.06



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） Korea Travel Tech Co., Ltd. 、除外 －社（社名） －

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年９月期 3,449,600株 2025年９月期 3,449,600株

② 期末自己株式数 2026年９月期 80株 2025年９月期 41株

③ 期中平均株式数 2026年９月期 3,449,554株 2025年９月期 3,449,565株

(参考) 個別業績の概要

１．2026年９月期の個別業績（2025年10月１日～2026年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 3,757 25.0 387 29.0 387 31.6 282 36.9
2025年９月期 3,006 28.8 300 66.8 294 64.4 206 62.1

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年９月期 81.97 79.76
2025年９月期 59.75 58.14

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 3,303 1,716 51.9 497.74
2025年９月期 2,703 1,423 52.6 412.52

(参考) 自己資本 2026年９月期 1,716百万円 2025年９月期 1,423百万円

２．2027年９月期の個別業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 4,200 11.8 425 9.9 255 △9.6 77.06

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来性に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ 「１.経営成績等の概況（４）今後
の見通し」をご覧ください。
なお、「事業計画及び成長可能性に関する事項」の進捗は2026年12月頃に開示予定です。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法 ）
当社は、2026年11月16日に説明会を開催する予定です。説明会で使用する資料はTDnetで開示するととも

に、当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における我が国経済は、雇用・所得環境の改善等を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。一方、

物価上昇や国際情勢の不確実性、金融資本市場の変動など、先行きに影響を及ぼす要因に引き続き留意が必要な状況が

続いております。

訪日旅行市場では、中国政府による日本への渡航自粛を促す注意喚起や航空便の減便等を背景に、中国からの訪日観

光客が減少したほか、中東情勢に伴う旅行費用の上昇など、訪日需要の先行きには不確実性が残る状況となりました

（注：従前からお伝えしている通り、中国からの訪日観光客減少の当社業績に与える影響について、足元の業績に対す

る影響としては極めて限定的となっております）。一方、韓国、台湾、米国等からの訪日外客数は増加しており、幅広

い国・地域からの訪日需要が市場を下支えしております。

このような状況において、当社グループモバイルネットワーク事業においては、従来のWi-Fiレンタルサービスの堅調

を維持しながら、物理的なSIMカードやWi-Fi端末が不要で、ネットで申込から利用開始まで完結ができるeSIMサービス

のサービス品質を引き上げ、急拡大する市場の獲得に注力してまいりました。

また、ライフメディアテック事業においては、当社グループの強みである外国人顧客基盤や、外国人向けサービスの

開発・運用、およびマーケティングノウハウを活かしたモビリティテックサービス（国内移動に係る外国人向け予約プ

ラットフォーム）のサービス拡充と認知拡大に努めてまいりました。また、2026年5月14日開示「観光ソリューション事

業を立ち上げランドオペレーターサービスを本格開始」でお伝えしたとおり、新事業として観光ソリューション事業を

立ち上げ、ランドオペレーターサービスを本格始動いたしました。これまで提供してきた個々のサービスを、ランドオ

ペレーターサービスによって統合することにより、訪日旅行のワンストップサービス化を推進しております。

これらの結果、当連結会計年度の業績は、売上高3,799,909千円、営業利益367,461千円、経常利益367,996千円、親会

社株主に帰属する当期純利益265,466千円となりました。

セグメント別の経営成績を示すと、次のとおりであります。

a. モバイルネットワーク事業

当事業は、モバイルサービスの多様化を受け従来のWi-Fi端末のレンタルサービスの成長ペースがやや緩やかに

なる一方、eSIMの利用拡大が急速に進んでいる状況を受け、市場獲得のため戦略的に広告宣伝費や販売手数料を

増加させました。

以上の結果、当連結会計年度における売上高は1,369,284千円、セグメント損失は17,619千円となりました。

b. ライフメディアテック事業

当事業は、訪日外国人が4,176万人(※1)となるなど好調な市場環境を追い風に、引き続き新幹線チケット手配サ

ービスが好調に推移しました。一方で、新サービス開発に係る人件費及び市場獲得のための広告宣伝費が増加と

なりました。

以上の結果、当連結会計年度における売上高は2,246,452千円、セグメント利益は382,410千円となりました。

（※1）日本政府観光局（JNTO）「月別 訪日外客数」より当社算出

c. キャンピングカー事業

当事業は、訪日外国人数増加及び当連結会計期間におけるインバウンド観光客の増加、および新車購入による

サービス基盤の拡大の影響もあり好調に推移しました。

その結果、当連結会計年度における売上高は178,340千円、セグメント利益は2,670千円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における資産合計は、3,348,331千円となりました。

流動資産合計は、1,837,904千円となりました。主な内訳は、現金及び預金残高が1,230,613千円でした。固定

資産残高は、1,510,426千円となりました。主な内訳は、レンタル資産残高が244,049千円、ソフトウエア残高が

430,516千円、投資有価証券残高が125,945千円、差入保証金残高が501,397千円でした。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は、1,651,218千円となりました。

流動負債合計は、1,345,542千円となりました。主な内訳は、契約負債残高が153,703千円、買掛金残高が

674,892千円、未払金残高が180,750千円、未払法人税等残高が66,483千円でした。固定負債残高は、305,676千円

となりました。主な内訳は、長期借入金残高295,406千円でした。

（純資産）



株式会社インバウンドプラットフォーム(5587) 2026年９月期 決算短信

3

当連結会計年度末における純資産合計は、1,697,112千円となりました。これは、投資有価証券の評価差額金が

23,556千円、親会社株主に帰属する当期純利益の計上に伴い剰余金が265,466千円増加したことによります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は1,230,613千円となりました。当連結会計

年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において営業活動の結果得られた資金は505,582千円となりました。これは主に、税引前当期純利益

365,850千円、減価償却費156,260千円、買掛金の増加額102,818千円、売掛金の増加額200,554千円等によるものであり

ます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は348,629千円となりました。これは主に、有形固定資産の取得

による支出50,888千円や、無形固定資産の取得による支出223,941千円、差入保証金の差入による支出409,035千円、差

入保証金の回収による収入400,000千円、投資有価証券の取得による支出61,556千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において財務活動の結果得られた資金は130,198千円となりました。これは、長期借入金の借入による

収入200,000千円、長期借入金の返済による支出69,764千円によるものであります。

（４）今後の見通し

2027年９月期の当社グループの業績見通しについて、売上高は4,260百万円を見込んでおります。営業利益は436百万

円、経常利益439百万円、当期純利益265百万円を見込んでおります。また、当該業績見通しは、現時点において入手可

能な情報等を前提として策定しており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

上記の詳細については、同日（2026年11月13日）公表の「2026年９月期 決算説明資料」をご覧ください。

（５）継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは国内の同業他社との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しておりま

す。

なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移や国内外の諸情勢を考慮の上、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の

適用について適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 920,874 1,230,613

売掛金 296,530 482,173

商品 57,216 51,321

貯蔵品 22,863 8,744

前払費用 48,365 49,254

関係会社短期貸付金 20,000 -

その他 13,252 15,797

流動資産合計 1,379,102 1,837,904

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 36,377 32,575

構築物（純額） 290 880

車両運搬具（純額） 3,625 3,315

工具、器具及び備品（純額） 5,772 8,281

レンタル資産（純額） 286,916 244,049

建設仮勘定 6,000 24,000

有形固定資産合計 338,983 313,102

無形固定資産

ソフトウエア 265,698 430,516

のれん - 7,726

商標権 673 598

ソフトウエア仮勘定 153,264 103,334

無形固定資産合計 419,636 542,176

投資その他の資産

投資有価証券 47,958 125,945

敷金 18,076 21,646

差入保証金 489,428 501,397

繰延税金資産 9,110 6,128

関係会社株式 3,344 -

その他 157 30

投資その他の資産合計 568,075 655,148

固定資産合計 1,326,694 1,510,426

資産合計 2,705,797 3,348,331
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年９月30日)

当連結会計年度
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 574,091 674,892

１年内返済予定の長期借入金 49,760 89,768

未払金 145,253 180,750

未払費用 44,927 57,739

未払法人税等 74,586 66,483

契約負債 96,282 153,703

預り金 38,572 92,955

その他 42,985 29,249

流動負債合計 1,066,459 1,345,542

固定負債

長期借入金 205,178 295,406

その他 10,270 10,270

固定負債合計 215,448 305,676

負債合計 1,281,907 1,651,218

純資産の部

株主資本

資本金 351,630 351,630

資本剰余金

資本準備金 420,380 420,380

その他資本剰余金 90,750 90,750

資本剰余金合計 511,130 511,130

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 544,652 810,118

利益剰余金合計 544,652 810,118

自己株式 △33 △70

株主資本合計 1,407,380 1,672,809

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,311 23,556

為替換算調整勘定 △79 747

その他の包括利益累計額合計 12,232 24,303

非支配株主持分 4,277 -

純資産合計 1,423,890 1,697,112

負債純資産合計 2,705,797 3,348,331
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

売上高 3,006,963 3,799,909

売上原価 742,335 683,737

売上総利益 2,264,628 3,116,172

販売費及び一般管理費 1,967,908 2,748,710

営業利益 296,720 367,461

営業外収益

受取利息及び配当金 1,550 3,836

受取補償金 3,925 2,022

その他 517 16,661

営業外収益合計 5,993 22,520

営業外費用

支払利息 8,446 12,933

為替差損 1,881 6,881

その他 1,478 2,170

営業外費用合計 11,806 21,985

経常利益 290,906 367,996

特別利益

固定資産売却益 278 -

特別利益合計 278 -

特別損失

固定資産除売却損 662 174

減損損失 4,596 -

関係会社株式評価損 - 1,971

特別損失合計 5,258 2,146

税金等調整前当期純利益 285,926 365,850

法人税、住民税及び事業税 85,005 106,855

法人税等調整額 △1,228 △2,193

法人税等合計 83,777 104,662

当期純利益 202,149 261,188

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △622 △4,277

親会社株主に帰属する当期純利益 202,771 265,466
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

当期純利益 202,149 261,188

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,311 11,244

為替換算調整勘定 △79 826

その他の包括利益合計 12,232 12,070

包括利益 214,381 273,259

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 215,003 277,537

非支配株主に係る包括利益 △622 △4,277
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 351,630 511,130 341,880 ― 1,204,642

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
202,771 202,771

自己株式の取得 △33 △33

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
―

当期変動額合計 ― ― 202,771 △33 202,738

当期末残高 351,630 511,130 544,652 △33 1,407,380

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算調整勘定
その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 ― ― ― ― 1,204,642

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
202,771

自己株式の取得 △33

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
12,311 △79 12,232 4,277 16,509

当期変動額合計 12,311 △79 12,232 4,277 219,248

当期末残高 12,311 △79 12,232 4,277 1,423,890
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当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 351,630 511,130 544,652 △33 1,407,380

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
265,466 265,466

自己株式の取得 △37 △37

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
―

当期変動額合計 - - 265,466 △37 265,428

当期末残高 351,630 511,130 810,118 △70 1,672,809

その他の包括利益累計額

非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

為替換算調整勘定
その他の包括利益累計

額合計

当期首残高 12,311 △79 12,232 4,277 1,423,890

当期変動額

親会社株主に帰属する

当期純利益
265,466

自己株式の取得 △37

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額）
11,244 826 12,070 △4,277 7,793

当期変動額合計 11,244 826 12,070 △4,277 273,222

当期末残高 23,556 747 24,303 - 1,697,112
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 285,926 365,850

減価償却費 136,721 156,260

のれん償却額 - 858

減損損失 4,596 -

関係会社株式評価損 - 1,971

受取利息及び受取配当金 △1,550 △3,836

補助金収入 △3,925 △2,022

補助金返納額 433 -

支払利息 8,446 12,933

為替差損益（△は益） 111 △825

固定資産除売却損益（△は益） 383 174

売掛金の増減額（△は増加） △154,535 △200,554

前払費用の増減額（△は増加） △10,307 △1,882

棚卸資産の増減額（△は増加） △42,058 34,291

貯蔵品の増減額（△は増加） △14,226 14,118

未収入金の増減額（△は増加） 11,459 △1,626

前渡金の増減額（△は増加） △3,826 4,254

買掛金の増減額（△は減少） 307,702 102,818

契約負債の増減額（△は減少） △30,509 55,741

預り金の増減額（△は減少） 28,283 53,945

未払費用の増減額（△は減少） 8,802 9,344

未払金の増減額（△は減少） 64,307 37,144

未払消費税等の増減額（△は減少） 22,793 △14,221

未払法人税等の増減額（△は減少） 11,993 199

その他 △2,065 1,997

小計 628,956 626,935

利息及び配当金の受取額 1,550 3,836

利息の支払額 △10,336 △12,242

補助金の返納額 △433 -

補償金の受取額 3,731 2,212

法人税等の支払額 △22,845 △115,158

法人税等の還付額 15,401 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 616,024 505,582

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △113,274 △50,888

有形固定資産の売却による収入 22,963 -

無形固定資産の取得による支出 △188,365 △223,941

関係会社短期貸付けによる支出 △20,000 -

関係会社株式の取得による支出 △3,344 -

差入保証金の差入による支出 △433,300 △409,035

差入保証金の回収による収入 375,000 400,000

敷金の差入による支出 - △3,198

投資有価証券の取得による支出 - △61,566

投資活動によるキャッシュ・フロー △360,321 △348,629
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △49,558 △69,764

自己株式の取得による支出 △33 △37

非支配株主からの払込みによる収入 4,900 -

財務活動によるキャッシュ・フロー 55,308 130,198

現金及び現金同等物に係る換算差額 △111 857

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 310,900 288,009

現金及び現金同等物の期首残高 609,973 920,874

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 21,729

現金及び現金同等物の期末残高 920,874 1,230,613
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

１ 報告セグメントの概要

（１） 報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、「モバイルネットワーク事業」、「ライフメディアテック事業」、「キャンピングカー

事業」の３つを報告セグメントとしております。

（２） 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

報告セグメント 属するサービスの内容

モバイルネットワーク事業
ポケットWi-Fiのレンタルサービス、eSIM提供サービ

ス、モバイルアクセサリーサービス

ライフメディアテック事業 生活サポートサービス、モビリティテックサービス

キャンピングカー事業 キャンピングカーのレンタルサービス

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表を作成するために採用される会計方針に準拠し

た方法であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)
報告セグメント

その他
(注)1

連結財務諸表
計上額(注)４モバイルネッ

トワーク事業

ライフメデ
ィアテック

事業

キャンピン
グカー事業

計

売上高

一時点で移転される財又はサ
ービス

219,814 1,221,892 4,600 1,446,306 4,538 1,450,844

一定の期間にわたり移転され
る財又はサービス

1,423,731 14,262 118,124 1,556,118 ― 1,556,118

顧客との契約から生じる収益 1,643,545 1,236,154 122,725 3,002,425 4,538 3,006,963

その他の収益 ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 1,643,545 1,236,154 122,725 3,002,425 4,538 3,006,963

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,643,545 1,236,154 122,725 3,002,425 4,538 3,006,963

セグメント利益 97,642 192,947 6,130 296,720 ― 296,720

その他の項目

減価償却費 101,232 22,859 12,629 136,721 ― 136,721

減損損失 4,596 ― ― 4,596 ― 4,596

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント資産及び負債については、取締役会に対して定期的に提供しておらず、経営資源の配分決定及

び業績評価の検討対象になっていないため記載しておりません。

３．報告セグメントに対して特定の資産は配分しておりませんが、減価償却費等の関連費用は配分しておりま

す。

４．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と一致しております。
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当連結会計年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)
報告セグメント

その他
(注)1

連結財務諸表
計上額(注)４モバイルネッ

トワーク事業

ライフメデ
ィアテック

事業

キャンピン
グカー事業

計

売上高

一時点で移転される財又はサ
ービス

182,715 2,226,239 35,691 2,444,646 5,831 2,450,477

一定の期間にわたり移転され
る財又はサービス

1,186,569 20,213 142,649 1,349,432 ― 1,349,432

顧客との契約から生じる収益 1,369,284 2,246,452 178,340 3,794,078 5,831 3,799,909

その他の収益 ― ― ― ― ― ―

外部顧客への売上高 1,369,284 2,246,452 178,340 3,794,078 5,831 3,799,909

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 1,369,284 2,246,452 178,340 3,794,078 5,831 3,799,909

セグメント利益 △17,619 382,410 2,670 367,461 ― 367,461

その他の項目

減価償却費 93,838 45,952 16,469 156,260 ― 156,260

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであります。

２．セグメント資産及び負債については、取締役会に対して定期的に提供しておらず、経営資源の配分決定及

び業績評価の検討対象になっていないため記載しておりません。

３．報告セグメントに対して特定の資産は配分しておりませんが、減価償却費等の関連費用は配分しておりま

す。

４．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり純資産額 411.53円 491.98円

１株当たり当期純利益 58.78円 76.96円

潜在株式調整後１株当たり当期純利
益

57.20円 74.89円

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当連結会計年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 202,771 265,466

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

202,771 265,466

普通株式の期中平均株式数(株) 3,449,565 3,449,554

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） ― ―

（うち新株予約権（株）） (―) (―)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

第4回新株予約権
新株予約権の数28個

（普通株式 22,400株）
第5回新株予約権

新株予約権の数16個
（普通株式 12,800株）

第4回新株予約権
新株予約権の数28個

（普通株式 22,400株）
第5回新株予約権

新株予約権の数16個
（普通株式 12,800株）

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


